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日本獣医師会日本動物児童文学賞事業実施要領

(圏  的)
第 1条 この事業は、動物の愛護及び管理に関する法律 (昭和 48年 10月 1日法律第 105
号、以下「動物愛護管理法」という。)の目的及び基本原則等の趣旨に則り、・次代を担う

子供達が正しい動物機祉・愛護の考え方を身に付けることができるよう、動物の福祉・

愛護に関するより良い文学作品を広く募集し、選考・審査の上、入賞作品を露本動物児

童文学賞として決定し表彰 ,公表するとともに特に優れた作品を普及させることにより、

児童の健全な育成と豊かな人間性を涵養することを目的として実施するものである。

(賞の種類等)

第 2条 賞の種類及び各賞の作品数は次のとおりとする。
(1)日 本動物児童文学大賞   1作 品
(2)日 本動物児童文学優秀賞   2作 品以内
(3)日本動物児童文学奨励賞   5作 品以内

(作品の募集等)

第 3条 作品の募集は原則として毎年 1回とし、応募資格等は次によるものとする。
(1)応募資格は、プロ・アマチュアを問わず、年齢 15歳以上の者とする。ただし、過去

の本賞における大賞受賞者は対象外とする。

(2)応募作品は、読者対象を満 6歳以上 12歳までの学齢児童とし、動物の虐待防止、動

物の適正飼養、人と動物のふれあい、人と動物との共生及び動物福祉・愛護等を扱つ

たもので未発表の作品であること。

(3)その他、作品の募集方法等に関する事項は、実施の都度定め通知して行うものとす

る。

(作品の審査)

第 4条 応募作品の審査は、第一次審査及び第二次審査 (最終選考審査)により行い、それ
ぞれ第 2条に定める入賞作品を決定する。

2 審査において選考対象とする作品は、動物の虐待防止、動物の適正飼養、人と動物の
ふれあい、人と動物との共生、動物の福祉・愛護等の観点から優れた応募作品とし、審

査は次により行うものとする。

3 第一次審査
(1)文学的に優れた作品を選出する。

(2)応募作品毎に採点を行い、それぞれの作品に対する選評を加える。

(3)採点の結果を踏まえ、第二次審査候補作品を選定する。

4 第 1次審査
(1)第 1次審査候補作品について審査、選評し、各賞を決定する。



5 前項に定める審査の結果、第 2条に定める賞に該当する作品がない場合には当該年度
の賞は見送ることができる。

(審査会等 )

第 5条 応募作品の第一次審査は、日本における児童文学に造詣の深い学識経験者に委嘱
して行い、第一次審査により選ばれた作品を、第二次審査に諮り各賞を決定する。

2 最終選考のための第二次審査は、日本動物児童文学賞審査委員会 (以下 「審査委員会」
という。)において行う。

3 審査委員会の運営は、日本獣医師会職域別部会運営規程 (平成 16年 12月 8日制定、以
下「部会運営規程」という。)に基づき行うものとする。ただし、審査委員会の委員 (以

下「審査会委員」という。)の委嘱は、部会運営規程第7条の定めに係わらず次により行

つ。

(1)審査会委員は、公益社団法人日本獣医師会定款施行細則第 14条第 2項第 6号に定め

る動物福祉・愛護部会の部会長 (以下「部会長」という。)のほか、動物福祉・愛護関

係省庁及び教育関係省庁の関係者並びに動物福祉・愛護に関する学識経験ri齢の中から

会長が委嘱する。

(2)審査委員会における各賞の決定は、出席審査会委員の 3分の2の同意を必要とする。

(3)審査会委員の任期は委員の委嘱の際に別に定める。

(入賞者の発表及び表彰等)

第 6条 審査結果は、作品応募者あてに通知する。
2 入賞者が決定した場合は、日本獣医師会ホームページ及び日本獣医師会雑誌において、
受賞理由を付して公表する。

3 入賞者のうち大賞、優秀賞受賞者の表彰は、動物愛護週間中央行事において行う。
4 入賞作品のうち大賞、優秀賞作品は、日本獣医師会が「日本動物児童文学賞入賞作品
集」として製本の上、都道府県等の関係機関、小学校等の教育機関及び図書館等に配布

する。

(事業の協賛等)

第 7条 本事業に贅同する者から賞の協賛等の申し出がある場合はこれを受け入れること
ができるものとする。

(著作権等)

第 8条 入賞作品の著作権は著作者に帰属するものとする。ただし、本事業に伴い実施す
る日本動物児童文学賞入賞作品集への掲載及び本会ホームページヘの掲載並びに本会の

事業において特に必要な場合には、本会はこの作品をいつでも無償で利用できることと

する。

2 著作者が入賞作品を出版等する場合には、日本獣医師会日本動物児童文学賞入賞作品
である旨を明記させることとする。



(規定外事項)

第 9条 この要領に定めのない事項は、会長が別に定めるところによる。

(要領の改廃)

第 10条  この要領の改廃は、理事会の議決を経て行わなければならない。

附 則 (平成 22年 5月 28日 制定・平成 22年度第 1回理事会承認)

(施行期日)

1 この要領は、平成 22年 6月 1日 から施行する。

(経過措置等)

2 この要領の施行の際、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人
及び公益財団法人の認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律

(平成 18年法律第 50号)第 66条の規定に基づき、本会に吸収合併した社団法人日本動物

保護管理協会の第 22回 日本動物児童文学賞設置要綱 (平成 21年 12月 25日施行)の規定

によりなされた作品の募集等の行為は、この要領によりなされた作品の募集等の行為と

みなす。

附 員」(平成 24年 4月 17日 一部改正・平成 24年度第 1回理事会承認)

(施行期日)

1 この改正は、平成 24年 4月 1日から施行する。
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日本獣医師会 第 35回日本動物児童文学賞作品募集要項

～人と動物との共存等を扱つた作品の募集 ～

1名 称

第 35回 日本動物児童文学賞

2 目 的
この事業は、動物の愛護及び管理に関する法律 (昭和 48年 10月 1日 法律第 105号、以

下「動物愛護管理法」という。)の 目的及び基本原則等の趣旨に則り、次代を担う子供達

が正しい動物福祉・愛護の考え方を身に付けることができるよう、動物の福祉・愛護に

関するより良い文学作品を広く募集し、選考 。審査の上、入賞作品を日本動物児童文学

賞として決定 し表彰 。公表するとともに特に優れた作品を普及させることにより、児童

の健全な育成と豊かな人間性を涵養することを目的として実施する。

3 募集期間
令和 5年 1月 1日 (日 )か ら同年 4月 20日 (木) (※ 当日消印有効)

4 募集内容
議者_対象を満0歳以上 i_2蔵までの学齢児童こし、動物の虐待防止、動物の適正飼養、
人と動物のふれあい、人と動物との共生及び動物福祉・愛護等を扱ったもので未発表の

作品であること。 (ただし、商業出版を目的としない同入雑誌等への発表は差し支えな

い。 )

5 応募規定
(1)原則として日本語ワープロソフト等を用いて作成した電子データによる原稿とし、
原稿データを郵送または電子メールヘの添付により『10応募先』に送付すること。
手書き原稿も受け付けるが、その場合は、

~丁

寧な字ではっきりと書くこと。

(2)原稿は、本4部機向さ_〔.4.3字 x2_晏術〕盪縦書さで作成する.こと,.本_1文__隻め_ケ主́磁
4険く)_の総枚数は■1枚以上2Q枚以内、フォントサイズ_(文字の大きさ)1よユ_2ボ
イ_ントとす:る,ただし、手書き原稿の場合は、400字請原稿用紙を縦書きで使用し、
本文の総枚数 40枚以上 60枚以下とする。
(3)1枚 目は応募用紙、2枚 目はあらすじ、3枚 目からは本文とする。最初の 1枚目の応
募用紙には、①タイトル、②応募者の氏名 (フ リガナ)、 ③年齢、④性別、⑤職業、⑥

郵便番号、⑦住所、③電話番号/FAX番 号、⑨E―mailア ドレス、⑩主要登場動物、
③原稿 (応募用紙、あらすじを除く)の枚数、⑫本賞の作品募集を何で知ったかを明記す

ること。

2枚目には、400字以内で作品のあらすじを記載すること。
3枚 目から本文を開始し、ページ番号を記載すること。(応募用紙とあらすじはベージ



数に含まない)

(4)原稿は、ホz五圭スやこと立極:ムどで量じム塾二」生_
(5)応募者の個人情報の取扱いは以下のとおりとする。応募者及び、応募者が未成年の
場合その保護者は、内容を確認し、同意したうえで応募すること。

① 個人情報保護管理者
公益社団法人日本獣医師会 事務局長

② 利用目的

応募者の統計的分析、作品の審査、審査結果の連絡など「第 35回 日本動物児
童文学賞」 |こ係る事務処理。

③ 個人情報の第二者提供
本人の個人情報を第二者に提供しない。

C)個人情報の委託先への提供
「第 35回 日本動物児童文学賞」に係る事務処理業務を遂行するために必要な
範囲内で個人情報を委託先に提供することがある。

③ 個人情報に係る問合せ窓口
個人情報に係る問合せは下記『 11問 合せ先』に示す連絡先の個人情報保護担
当者まで連絡できる。

尚、個人情報を本会へ提出することは任意だが、必要事項を提出しない場合、

適切な選考・審査ができない場合がある。

6 応募資格
プロ・アマチュアを聞わず、年齢 15歳以上の者とする。ただし、il里去の本賞におけ
る大賞受賞者は対象外とする。

7 賞
日本動物児童文学大賞   1 作 品 = 30万 円
日本動物児童文学優秀賞   2作 品以内 = 20万 1■1

日本動物児童文学奨励賞   5作 品以内 =  5万 円
※副賞は所得税法に則り源泉徴収の対象です。

大賞・優秀賞受賞作品は日本動物児童文学賞受賞作品集に収録され広く配布される。

なお、大賞及び優秀賞を受賞した場合には、受賞作品の作者は挿絵を 3枚以上本会ヘ

提供すること。

8 発  表
令和 6年 9月 下旬頃に、本会のホームページ上で受賞作品を掲載する。

9主 催

公益社団法人 日本獣医師会
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10 応募先
応募原稿受付専用メールアドレス : buttakttni山麗■or.避

〒 107-0062
東京都港区南青山 1-1-1 新青山ビル西館 23階
公益社団法人 日本獣医師会 宛て

*応募の際は、郵送の場合は封筒に、電子メールの場合は件名 (タイ トル)に、
「第 35回日本動物児童文学 応募作品 在中」と記入すること。

*上記メールアドレスヘ原稿を送った場合、応募受付の確認メールが 4営業日以内に
届かなかった際には、『 11問 合せ先』に連絡すること。

*データ原稿と紙面の原稿を重複して送付しないこと。

11 問合せ先
公益社団法人 日本獣医師会事務局
電言舌 03(3475)1601
(※応募作品の内容訂正、審査状況に関する問合せは不可)

12 著作権
(1)入賞作品の著作権は著作者に帰属するものとする。ただし、本事業に伴い実施する
日本動物児童文学賞入賞作品集への掲載及び本会ホームページヘの掲載並びに本会の

事業において特に必要な場合には、本会はこの作品をいつでも無償で利用できること

とする。

(2)著作者が入賞作品を出版等する場合には、日本獣医師会日本動物児童文学賞入賞作
品である旨を明記することとする。

13 その他
(1)応募作品は返却しない。
(2)「 日本動物児童文学賞入賞作品集ュ|は切手 310円 分 (送料)を同封の と、本会事務局
まで申し込めば希望者に送付する。 (在庫数に限りがある。 )


